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【はじめに】 

この度、令和７年度名古屋市工業技術グランプリに

て、「名古屋市工業研究所長賞」を受賞いたしまし

た。ひとえに、関係者の皆様のご支援によるものと感

謝いたします。これを励みに、今後も本技術の改良改

善に取り組んでまいります。 

【会社概要】 

当社はバレル研磨製品の製造販売を事業の柱として

います。バレル研磨とは、加工対象の部品（ワーク）

と研磨石、専用洗剤のコンパウンドを、バレル研磨機

の容器に入れて稼働させ、ワークと研磨石の擦れ合い

でバリ取りや鏡面仕上げを行う加工法であり、加工コ

ストの低さや職人技を要さない点が特長です。当社は

世界初の遠心バレル研磨機の発明を手始めに、バレル

研磨にかかる一連作業の自動化・無人化や、隣接技

術・応用技術による触媒担体、食品向けコーティング

機、造粒機、連続晶析・反応装置の分野へと事業領域

の拡大を続けております。日々積み重ね、磨き上げて

きた先鋭的な技術と豊富なノウハウは、世界各国で高

い評価を得ております。 

【開発の背景】 

バレル研磨の難しさは最適な研磨機・研磨石・稼働

条件の組み合わせ（研磨レシピ）の構築が困難な点で

す。研磨機の機種・容量や、研磨石の形状・大きさ・

ワークとの比重差、稼働条件である回転数や投入量、

研磨時間など多様な変数が存在し、その組み合わせは

膨大であるため、経験豊富な技術者であっても最適な

研磨レシピを導き出すには相当な時間を要します。そ

の背景には、ワークと研磨石がランダムに動く加工特

性や、容器が密閉されているため内部観察ができない

点があります。そのため仕上がりの予測が難しく、

「やってみなければわからない」状況になることも少

なくありません。 

【技術の概要】 

そこで当社は、研磨レシピ構築のデジタル化を図る

べく、容器内のワークや研磨石の挙動を可視化・数値

化できる世界初の「バレル研磨シミュレーター」を開

発しました。本シミュレーターは、容器形状や比重、

摩擦係数、転がり抵抗などの各種パラメータをコンピ

ューターに入力することで、ワークなどの個々の動き

を高精度に再現できます。従来は測定が難しかった容

器内の速度や圧力の数値出力に加え、独自に編み出し

計算式によってワークにかかる研磨量やダメージまで

詳細に分析できることが特長です。ワークにキズが発

生しないようにするにはどうすればよいか、研磨効率

の高い容器形状はどれか、ワークを一度に何個まで投

入可能かとい

った、これま

で実験による

試行錯誤では

解明されてこ

なかった数々

の疑問を解消

することがで

きます。その

結果、「やって

みないとわか

らない」とさ

れてきたバレ

ル研磨を、理

論に基づく机

上計算で「や

らなくてもわ

かる」プロセ

スへと進化さ

せることがで

きました。本

シミュレーターを活用することで、お客様の研磨工程

におけるコスト削減や研磨不良率の低減、スケールア

ップの検討などの工程改善に大きく貢献できます。 

【今後の展開】 

本シミュレーターは現在、受託解析サービスとして

提供しており、バレル工程の改善を担う生産技術部門

や、新規ワークの研磨法検討を行う開発部門のお客様

を中心に多くのご依頼をいただいております。今後は

お客様がより手軽にご活用できるよう、ソフトウエア

としてのシミュレーターの販売と操作サポートの提供

を予定しております。バレル研磨は製品品質を左右す

る最終工程であり、研磨レシピの最適化はすべてのお

客様に共通する重要課題です。本シミュレーターはリ

リース以降、お客様の製品の生産性向上や品質向上に

貢献してきました。当社はバレル研磨のリーディング

カンパニーとして、今後も「ナンバーワン」「オンリ

ーワン」の商品開発を通じ、あらゆる産業の発展を支

えてまいります。 

 

図 2.シミュレーションの様子 

図１.バレル研磨の概要 


